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はじめに
　中央臨床検査部は、昭和31年に中央検査室として発足し名鉄病院の中でも長い歴史をもつ中央診療施設の
一つです。開院当初（125床）は検査員2名で全ての検査業務を行っていましたが、病院の発展とともに設備と
検査項目が順次拡充され、現在では30名ほどの臨床検査技師が中心となり年間180万件以上の検査を実施
し、院内での診療及び治療に携わっています。また、平成27年には新1号館へ移転し、検体検査部門のワンフロ
アー化が実現しました。さらに機能性を活かすため中央採血室を新設し、臨床現場からのニーズにより正確で迅
速に対応できるよう体制の強化を続けているとともに、他のメディカルスタッフと共同し院内のチーム医療にも
積極的に参画しています。

【検査部の概要】（2020年4月現在）
●スタッフ数 ・医師：1名
 ・臨床検査技師：29名（非常勤を含む）
 ・事務員：1名

●資格・認定 ・認定検査技師（病理1名、血液1名、骨髄1名、輸血1名、救急1名）
 ・国際細胞検査士 4名 ・細胞検査士5名
 ・特定化学物質及び四アルキル鉛等作業主任者 2名 ・有機溶剤作業責任者1名
 ・二級臨床検査士（微生物2名、病理2名） ・排尿機能検査士5名
 ・超音波検査士（腹部３名、循環器2名、表在1名） ・糖尿病療養指導士 3名
 ・緊急臨床検査士4名 ・健康食品管理士 1名
 ・心電図検定（1級1名、3級1名）

●施設認定 日本臨床衛生検査技師会精度保証認定施設

●院内検査総件数

中央臨床検査部のご紹介

H26年度

1,526,610検査総件数

H27年度

1,623,201

H28年度

1,689,426

H29年度

1,706,307

H30年度

1,748,321

R1年度

1,83,8041
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【2019年～業績（学会発表）】
・尿路感染で入院となった糖尿病患者におけるSGLT阻害薬内服の有無および細菌培養結果についての検討
〇青木 梓、奥田美穂、池戸政博、神谷高志、安田寛子、横塚陽子、岡本秀樹　
　『第62回日本糖尿病学会年次学術集会』 2019.5　仙台

・当院における体腔液検体の機器測定細胞分類目視再検の検証
〇赤座久美子　『第18回愛知県医学検査学会』 2019.7　愛知

・Wickerhamomyces anomalus によるCVポート関連血流感染の一例
〇池戸政博、奥田美穂、籠徹　『第31回　日本臨床微生物学会総会・学術集会』　2020.１　金沢

・輸血用血液製剤の発注方法について（シンポジウム）
〇小池　邦恵　『愛知県赤十字血液センター輸血業務担当者連絡会』　2020.1　愛知

【中央臨床検査部　部門】
①中央採血室：看護師の協力を得ながら臨床検査技師が中心とな
り、外来患者さんの採血を1日平均260件実施しています。患者
さんに安心して採血をしてもらえるよう接遇の強化と手技の向上
に努めています。また採血受付から検査結果報告までの時間
（Turn Around Time:TAT）の短縮を目指して業務に取り組ん
でいます。

②生理検査室：心電図検査、肺機能検査、心臓超音波検査、脳波検
査などを行っています。放射線科と連携し、患者さんの負担になら
ないように検査の順番を調整しています。また、病診連携を深め
るため地域の診療所にホルター型心電図記録器の貸し出し、解析
を行っています。

③血液・一般検査室：血液検査では血球数（赤血球・白血球・血小
板）、白血球分画、凝固関連検査を行っています。重度な貧血に迅
速対応できるよう輸血部門との連携を強化、骨髄検査ではベット
サイドへの出向も行っています。一般検査では尿検査、便ヒトへモ
グロビン検査、髄液、体腔液（胸水・腹水等）の検査を行っていま
す。用手法の検査が多いため、精度の高い結果報告を目指し知識
の共有や習得に努めています。

④生化学・免疫検査室：自動分析装置を用いて、血清や尿、体液など
多種に渡る検体を分析し、蛋白、糖、酵素などの測定を行っていま
す。また、血液ガス分析、B型及びC型肝炎の抗原抗体検査、梅
毒、HIVをはじめとする感染症、甲状腺機能検査、腫瘍マーカーな
どの検査も実施しています。さらに、院内で実施していない検査に
対応するため、外部委託検査の処理も行っています。外来患者さ
んの検査結果を迅速に報告するのはもちろんのこと、入院患者さ
んの検査結果を早朝に病棟へ報告できるよう努めています。
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⑤輸血検査室：24時間安全な輸血療法が行えるよう自動機器を
導入し、血液型をはじめ不規則抗体スクリーニング検査、交差
適合試験（クロスマッチ）等の輸血関連検査を行っています。善
意の献血によって提供された血液を無駄がでないよう適切か
つ有効に使用するため、輸血用血液製剤の発注から自己血まで
の保管、管理に努めています。また、患者さんに安全かつ適正な
輸血療法が行えるよう知識の習得や検査技術の向上にも努め
ています。

⑥細菌検査室：患者さんから採取された検査材料（血液・喀痰・糞
便・尿・膿・鼻腔粘膜・咽頭粘膜など）を培養し、起因菌を検索し
ます。起因菌に対し、薬剤感受性試験を行いどの抗菌薬に対し
感受性があるかを検査します。抗酸菌検査では塗抹検査を行い
結核菌や非結核性抗酸菌の有無を検査し、LAMP法にて結核
菌の遺伝子検査を行っています。

⑦病理検査室：病理医を中心に組織検査、細胞診検査、病理解剖を行っています。組織検査は手術、内視鏡な
どで採取された組織検体からＨＥ標本を作製し病理医が検鏡下で組織診断を行います。細胞診検査は、尿、
喀痰、膣スメア、体腔液、乳腺、甲状腺、膵胆管などから採取された細胞の標本を作製し病理医の指導の下
で細胞検査士が共に診断を行います。病理解剖は、ご遺族の許可を頂いた上で死因を調査、追求しそれを
通して研修医の医学教育も行っています。また近年、ゲノム診断の臨床導入と共に病理組織、細胞診検体
の二次的利用を考えた検査に対応できるよう検体の取り扱い管理業務にも努めています。

【臨床検査技師が介入している主なチーム医療】
①感染対策チーム（ICT）／抗菌薬適正使用支援チーム（AST）
検査により得られた結果及び情報などを集約し、感染症の傾向や動向などの把握や感染症防止対策、抗菌
薬適正使用を目的として院内感染対策委員会で報告しています。委員会活動では他職種（医師・薬剤師・看
護師等）や近隣の医療施設とも連携をとり、患者さんの感染管理や抗菌薬適正使用情報および感染防止技
術の向上に努めています。

②糖尿病チーム（糖尿病センター）　
糖尿病センターの一員として患者さんの療養指導に携わっています。主に糖尿病教室での講義、血糖自己
測定（SMBG）の手技指導、メンテナンス、データ解析を行っています。治療は患者さんと医療者の共同作
業と位置づけ療養指導に取り組んでいます。

③栄養サポートチーム（NST）
毎週火、木曜日に栄養サポートチーム（NST）に参加しています。対象患者さんの臨床データを抽出し、栄
養状態を短期的に表すプレアルブミンや総リンパ球数、感染の有無を示すCRP、腎障害などを示すCRE、
BUN、eGFRなどを前回のデータと比較し報告しています。また、上腕筋囲（AMC）と上腕三頭筋皮下脂肪厚
（TSF）の測定をして栄養評価も行っておりNSTの一員として患者さんをサポートできるよう努めています。

④女性泌尿器科・ウロギネセンター
排尿機能検査士の資格をもった臨床検査技師と看護師が医師の指導のもと協力し排尿機能検査を行って
います。排尿から排尿終了までの膀胱内圧、腹圧（直腸圧）、排尿筋圧、外尿道括約筋活動、尿量、尿道内圧
などを測定して膀胱および尿道の働きを客観的に評価し、下部尿路機能障害の病態を把握しています。患
者さんが安心して治療を受けられるように、知識の向上とプライバシーの配慮に努めています。
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